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認
知
症
へ
の
取
組
に
つ
い
て

館
林
市
第
６
次
総
合
計
画
に
お
け
る

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
現
状
に
つ
い
て

堀
口
　
き
く
枝 

議
員

岩
上
　
博
志 

議
員

質 

問
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
１
月
１
日
に
認
知
症
基
本

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
認
知
症
の
人
が
自
身
の

尊
厳
と
希
望
を
持
ち
な
が
ら
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る

た
め
の
法
律
で
、
基
本
理
念
は

質 

問
放
課
後
児
童
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
す
べ
て
の
小
学
校
区
に

民
間
運
営
の
17
ク
ラ
ブ
20
支

援
を
開
設
し
て
お
り
、
受
入
児

童
数
に
つ
い
て
は
、
１
支
援
あ

た
り
40
人
程
度
で
あ
り
、
現
在

の
総
数
は
８
４
４
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
児
童
の
安
全
・
安
心

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
普

及
、
適
切
な
保
健
医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
家
族
へ
の

支
援
、
認
知
症
の
人
を
含
む
誰

も
が
相
互
に
支
え
合
う
共
生
社

会
の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

要 
望
地
方
自
治
体
で
は
努
力

義
務
で
あ
る
認
知
症
施
策
推
進

計
画
の
策
定
へ
の
取
組
を
要
望

し
ま
す
。

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

質 

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答 

弁
令
和
５
年
10
月
に
実

施
し
た
調
査
の
結
果
で
は
、
待

機
児
童
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
で
、
利
用
希
望
が
多
い
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

質 

問
認
知
症
予
防
へ
の
本
市

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
運
動
を
中
心
と
し
た
元

気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば
や
脳
ト
レ

が
中
心
の
脳
活
ひ
ろ
ば
等
、
市

内
各
所
で
住
民
主
体
の
通
い
の

場
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要 

望
予
防
の
た
め
に
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
活
用
の
推
進
と
ス
マ
ホ
を
活

用
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
数
が

ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
る
健
康
ア

プ
リ
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

質 

問
認
知
症
の
方
へ
の
支
援

職
員
配
置
や
事
故
防
止
な
ど
の

対
応
を
踏
ま
え
、
な
る
べ
く
希

望
者
の
意
向
に
沿
え
る
よ
う
受

入
れ
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
待

機
児
童
と
受
入
れ
過
多
は
切
り

離
せ
な
い
難
し
い
問
題
で
す
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
側
と
の
連

絡
調
整
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質 

問
保
育
料
の
軽
減
措
置
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
低
所
得
者
や
ひ
と
り
親

の
家
庭
を
対
象
に
、
４
つ
の
項

目
を
設
け
、
月
３
０
０
０
円
を

上
限
に
し
た
保
育
料
の
軽
減
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
市
内
４
か
所
の
高
齢
者

あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
に
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置

し
相
談
に
随
時
応
じ
る
こ
と
や
、

初
期
の
方
へ
の
支
援
と
し
て
、

医
師
を
中
心
と
し
た
多
職
種
連

携
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
に
よ
る
医
療
、
介
護
な
ど

の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ

取
組
と
認
知
症
カ
フ
ェ
を
毎
月

２
回
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
応

援
者
を
増
や
す
た
め
に
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

要 

望
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

の
な
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

特
に
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
へ
の
支
援
の
手
を
今
後
も
お

願
い
し
ま
す
。

質 

問
本
市
の
共
生
社
会
実
現

へ
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
認
知
症
へ
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
周
知
啓
発
に
取
り
組

み
、
民
生
委
員
を
は
じ
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、

介
護
事
業
所
等
と
連
携
し
、支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

質 

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
令
和
５
年
度
現
在
、
三

野
谷
公
民
館
・
第
七
小
学
校
、

西
公
民
館
・
第
十
小
学
校
、
渡

瀬
公
民
館
・
第
九
小
学
校
の
３

地
区
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
時
間
及
び
方
法
は
二
部
制

で
行
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
学

校
の
授
業
が
５
校
時
で
終
了
す

る
低
学
年
の
児
童
を
主
な
対
象

と
し
、
学
校
の
宿
題
、
自
主
勉

強
、
自
由
遊
び
の
見
守
り
を
行

い
、
第
二
部
は
高

学
年
の
児
童
が
加

わ
り
、
全
員
が
揃

っ
た
段
階
で
仕
切

り
直
し
て
教
室
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
々
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
保

護
者
の
費
用
負
担
は
原
則
あ
り

ま
せ
ん
。今
後
の
課
題
と
し
て
、

地
域
住
民
へ
の
周
知
を
図
る
と

同
時
に
、
指
導
者
等
の
人
材
確

保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

要 

望
人
材
確
保
を
早
急
に
お

願
い
し
た
い
。


